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(2) ヘリコバクター・ピロリ菌(H. pylori )
は慢性胃炎、消化性潰瘍、胃癌などの上部消
化器疾患の発症に関与しており、1994 年に
WHO により class I の胃癌の危険因子である
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雌の INS-GAS マウスを下記の通りの 5群に分
類し、H. pylori 感染実験を行った。 
 
＜グループ＞ 
① 非感染群  









① 胃組織における ERα，ERβmRNA 発現 
② 胃組織における TNF-αmRNA 発現 







での報告と同様に H. pylori 感染により胃炎
の増強を認めた。また感染 5ヶ月と 8ヶ月後
の比較では感染 8ヶ月後の方が胃炎の増悪が
認められた。胃組織における ERα mRNA レベ
ルは差が認められなかったが、ERβmRNA レベ
ルは感染 5 ヶ月後、8 ヶ月後の両時期で感染
群において低下傾向が認められ、感染期間が
長いほど ERβmRNA レベルが低値であった。 
 








は H. pylori 感染により ER の発現が低下す
る可能性が示唆された。これまでにこの様な
































与群の 3 群間における胃組織の ERα，ERβ
mRNA レベルの検討では、ERα作動薬投与群
における ERα mRNA レベルが卵巣摘出群と
比較して増加していた。一方、ERβ作動薬投
与群における ERβ mRNA レベルは卵巣摘出
群と比較して差は認められなかった。 
 





































(5) H. pylori に対する血清抗体価は pro 
inflammatoryであるTh1反応のisotypeとし
て IgG2a を、anti inflammatory である Th2
















































「H.pylori 感染 INS-GAS マウスの胃発
癌における性ホルモンの影響」 
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